
所 属 教育委員会 社会教育文化課

担当(係)名 教育文化担当 内線 3577

（款）10教育費 （項）７社会教育費 （目）(4)社会教育施設費

（明細書事業名）○美術館費

美術館機能強化費 【ふるさとぎふ再生基金事業】

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

２，０００ 繰入金 2,000 委託料 2,000 (基本計画策定)

（前年度 ０）

２ 事 業 概 要

県民の皆様をはじめとして、誰もがより利用しやすい美術館とすることを目指し、

展示スペース・県民ギャラリーの拡張など、県民ニーズを施設の機能、配置規模等に

具体的に反映した基本計画を策定する。

計画の策定にあたっては、次の３つのコンセプトのもとに事業を推進する。

①多数の県民の方にメリットがあること

美術館来館者をはじめ、県民ギャラリー利用者、美術館ボランティア等県民の皆様

にとって、より利用しやすい施設となるような計画とする。

②社会のニーズ、県民のニーズを反映すること

開館後２５年を経て、美術館利用者、来館者等から寄せられている「館内展示スペ

ースが狭く、展示が少ない」、「施設の損傷が目立つ」等の県民ニーズを取り入れ

て、計画を策定する。

③岐阜県らしさ、岐阜県美術館らしさがあること

岐阜県美術館が所蔵し世界に誇る「ルドン」や「郷土作家の作品」を常設展示でき

るスペースを充実する。

３ 参考（平成18年度実績）

【昭和57年11月３日開館】

所 蔵 品 「県ゆかりの作家」「ルドン」を中心に3,150点

企 画 展 示 室 771㎡（近県の平均1,178㎡） 企 画 展 ５回開催

所蔵品展示室 795㎡（近県の平均1,220㎡） 所蔵品展 ４回開催

一般展示室(県民ｷﾞｬﾗﾘｰ) 684㎡ 64団体利用

県民参加の美術館活動 サポーター活動 延べ285日、1,361人

ワークショップの開催等 延べ68回、6,082人参加

年間総入館者数 ２２１，０９８人


